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女性によるみちづくり－「公共事業」のあるべき姿の模索－ 
 

 大阪国道事務所 管理第二課  松本 沙矢花   
 
１．はじめに 
 公共事業は、これまで社会資本の絶対量の不足から「つくる」側の論理が優先

されてきた。しかし、ある程度整備が進んできた現在では、ストックを有効に活

用し生活者の視点に立った、すなわち「つかう」側の論理で公共事業を考えてい

く必要がある。また、道路に関して言うと、自動車中心の道づくりが進められて

きた結果、生活者や交通弱者への配慮が足りない部分があるのも事実である。 
 これらを踏まえ、大阪国道事務所では、生活者の視点を代表する“女性”の意

見や感性を公共事業に取り入れ、住民との連携・協働を深めていくと同時に道路

利用者マナー向上の対策として生活と密着した「母親教育」を行おうとの発想か

ら、「女性によるみちづくり」ワークショップを設立した。 
 
２．「女性によるみちづくり」ワークショップ 
２．１ ワークショップ概要 
ワークショップの設立時に道路事業へ女性の視点を反映する手順・手法の検討

をするために一般参加者の意見を収集した。その結果、「事務所が何をしているの

か分からない」という意見が多かったことから、平成１５年度のテーマは「女性

による一般の人にわかりやすいパンフレットづくり」とし、平成１５年３月の設

立以降、ワークショップや現場見学など計７回開催した。 
○一般女性を公募（約３０名が登録） 
○ワークショップの運営は若手女性職員が担当 
○地域づくりの学識経験者をアドバイザーに起用 
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ワークショップ一般参加者の特徴 



 第４回 現場見学会

第２回 目的・役割の確認 

大阪国道事務所の事業説明と事業概要

についての意見収集（Ｈ１５．６．２４） 

第３回 パンフレットの内容を考える
女性係員によるプレゼン。テーマは環境、 

バリアフリー、みちづくり。各班でテーマ 

についての意見交換。（Ｈ１５．９．１） 

第４回 現場見学会 
○御堂筋見学○共同溝○近畿技術事務所バリ

アフリー体験コース（Ｈ１５．１０．３） 

第１回 ワークショップの設立 
行政機関発行のパンフレット類につい

て意見収集（Ｈ１５，３．２８） 

第７回 最終ワークショップ 

仮刷りパンフレットで、最後の微調整を 

みんなで行いました！（Ｈ１６．３．１９） 

第５回 パンフレットの内容を考える！！ 
内容の絞込みを行う（Ｈ１５．１２．２） 

 第６回 最終チェック 
紙面の構成・編集をおこなう。パンフレット

作成の最終段階！（Ｈ１６．２．３） 

第６回 ワークショップ 

２．２ ワークショップの流れ 

第１回目、第２回目の意見交換により、

道路事業について分かりやすいパンフレ

ットをつくるには、生活に密接した内容

で取っ付き易いテーマに分けて、話し合

うほうが良いという意見から、第３回以

降は①環境②バリアフリー③御堂筋の３

班に分かれ、意見交換、パンフレットづ

くりを進めていった。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３ワークショップ所内周知活動 

 毎回ワークショップを開催した後

に所内向けにワークショップ通信を 

発信し所内全体への周知に努めた。 

 

 大 阪 日 日 新 聞

H16.4.11（日）朝刊ワークショップ通信 



２．４ パンフレットの作成について 

  ワークショップでそれぞれのテーマについて意見交換し、その意見の傾向から

編集の切り口を導き、具体的な構成へと入っていった。こうして７回のワークシ

ョップの末、パンフレットが完成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２．５ パンフレットの配布 

完成したパンフレットは、公共施設や女性が良く集

まる場所など参加者から提案・紹介のあった施設にて

配布することとした。 
○ 参加者の職場、参加者の子供が通う学校 
○ 地下鉄、女性専用病院、百貨店 
○ 自治体の情報コーナー、図書館、道の駅等 

●環境編 ●バリアフリー編 ●御堂筋編 

意見の傾向 
・ 事務所の事業以外の自然

に対する環境への取り組

みへの要望が多い。 

・ 事業そのものを知らない。 

・ 用語や説明が専門的で難

しいものが多い。 

意見の傾向 

・ テーマが身近で、実体験

からくる○○して欲しいと

いう要望が多い。 

・ 事業は必要 

・ バリアフリーに関する情報

がほしい。 

意見の傾向 
・ 御堂筋の広報を活発に 

という意見が目立つ。 

・ 事業への関心は薄い。 

・ 問合せ先がわからない。 

・ イベントには関心がある

が、知られていない。 

編集の切り口 
日常のちょっとした環境の問題

が地球環境問題の原因につな

がっていることを紹介 

編集の切り口 
実体験から各種問題を紹介し、

興味・関心を高める 

編集の切り口 
幅広い層に支持される御堂筋

の魅力を取上げることで、関心

を高める 

※３月１９日にワークショップを行った

「大阪府立総合センター」にも贈呈 

具体的構成 
・ くらしの困ったを解決 

（騒音・振動・空気汚染等） 

・ 知っとコーナー（豆知識）等 

具体的構成 
・ バリアに対する実体験を 

イラストで表現 

・ 歩きやすい道ってどんな道等

具体的構成 
・ 御堂筋の写真 

（フォトコンテスト写真を引用）

・ 御堂筋の楽しみ方の提案等

御堂筋編 完成したパンフレット 



〈パンフレット作成における工夫〉 

《全体》 

 幅広い年代に見やすくするため、サイズは

A4 サイズ・カラーとした。 

 問い合わせの窓口を明記した。 

 表紙は、思わず手に取りたくなるような、柔

らかいタッチのイラストとした。 

 パンフレットをラックに入れたときにもタイト

ルが見えるようにした。 

 全体的に、イラストや写真を多く盛り込ん

だ。 

 なるべく難しい用語、専門用語は避け、わ

かりやすい表現にした。 

《御堂筋編》 

 御堂筋に行ってみたくなるような“美しい”

写真を採用し、撮影場所を掲載した。 

 参加者のお薦めスポットを掲載した。等 

《バリアフリー編》 

 生活の中で、そのときは気になるが、普段

はあまり気にかけていないちょっとしたバリ

アを例示し、バリアフリー問題に興味を持

つようにした。 

 バリアフリー度のチェック表をつけた。等 

《環境編》 

 環境問題が身近な問題であることをわかり

やすく紹介した。 

 私たちにできる「地球を守る大作戦」を記載

した。 

 騒音レベルの“うるささ”が分かるように身

近な音の騒音レベルを記載した。等 

３．平成１５年度ワークショップの取り組みによる効果 

○ 一般参加女性の道路行政への理解が深まるとともに、参加者による口コミ

で道路事業者の取り組みが紹介され、相乗的な広報効果があった。 

○ 作成されたパンフレットは女性らしい工夫がされ、わかりやすいと好評で

あった。 

４．最後に 

   平成１５年度の「女性によるみち

づくり」ワークショップでは、パン

フレット作成という目標は達成でき

たが、一般の方が知りたい情報、道

路管理者が伝えたい情報をすべて網

羅しているわけではない。今後とも

知りたい情報を適切に伝えていくと

同時に伝えたい情報を理解してもら

うための工夫が必要である。 
   平成１６年度は平成１５年度と同

様に約３０名程度の女性を一般公募

し、様々な道路の現場に出向いて、

女性の視点での現場の評価を情報誌として取りまとめ、広く配布することで一

般市民の道路への関心が高まることを期待している。  

環境編 

バリアフリー編 


